１　主題構成表

主題名　より高い目標に向かって（中学校第１学年）　資料名　「私と部活動」





２　学習指導過程
	
	基本発問と予想される生徒の反応
	指　導　・　援　助

	導　入
	・中学校に入学したとき，がんばろうと決めたことやその時の気持ちを交流する。


	・目標に向かってがんばろうとしたことやその時の気持ちを整理して，本時に学習する価値への方向付けをする。

	展　　　　　　開　　　　　　前　段
	・資料提示（範読）をする。

○「もう，テニスなんか，やめちゃおうか」と考えながらも朝練習を続けていた筆者は，どんな気持ちだったでしょうか。

・どうして朝からこんなに苦しい練習を続けなくてはいけないんだ。

・練習をしても，なかなかうまくならない。

・でも，県大会に出場したい。このまま練習をやめるわけにはいかない。何とか，がんばるぞ。

○「本気でテニスをやめよう」と二週間悩んだときの筆者は，どんな気持ちだったでしょうか。

・練習通りだったらＫに勝てた。Ｋは意地悪だ。

・あんなに努力したのに負けてしまったなんて，苦しい練習をしたのは無駄だった。

・もう「県大会出場」なんて，どうでもいい。

・県大会に出場できるＫがうらやましい。どうせぼくなんて……。

◎「さあ，来い。サーブを受けてやろうじゃないか。いくぞ。」とＫとの朝練習を再開する筆者は，どんな気持ちだったでしょう。

・もう，体が不器用だからなんて言い訳をしないで，県大会出場に向かってがんばるぞ。

・一球一球に集中して練習して，うまくなるぞ。

・練習で苦しんで，試合でいい思いができるようにがんばるぞ。

・もう途中で練習を投げ出したりなどしないぞ。
	・「筆者」と「Ｋ」の挿絵を活用して，場面が具体的にイメージできるような板書を工夫する。

・苦しい朝練習の繰り返しや思うようにうまくならない自分に悩みながらも，「県大会出場」という目標に向かって必死に努力している筆者の心情を押さえる。

・校内の勝ち抜き戦でＫに負けてしまい，県大会出場を目前で逃したことを，「身体の固さ」や「Ｋの攻め方」のせいにしてやる気をなくしている筆者の心の弱さに目を向けさせる。

・朝練習に向かうＫの意気込みが，以前と違ってきていることについて押さえる。

· 「勝ち抜き戦のときのＫとこのときのＫと

何が違うのだろうか。」と問い返すことによって，筆者の心の成長の価値を具体的に押さえる。



	展開　後段
	○資料の筆者が３年生になったときに綴った作文「得がたい石」を読む。
○努力してもなかなか思うような結果が出なくて苦しかったけれども，何とかがんばりぬいて喜びを感じた経験はありませんか。
	・Ｋとペアを組んで臨んだ関東大会で優勝した筆者の思いを綴った作文を紹介し，本時のねらいとする値打ちについて具体的に押さえる。

◇事前に各部活動の顧問や各教科担任から，思うようにいかないときにも必死にがんばって努力をし続けている生徒を聞き，意図的に指名することにより，目標を達成するために努力し，成就感や満足感を得たことの価値を押さえる。

	終末
	◇教師の説話を行う。
	・目標をもってねばり強く着実にやり抜こうとする実践への意欲を高める。


３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連
＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　　＜生徒の意識＞　　　　　　＜指導・援助＞





４　他の教育活動との関連を図るためのポイントとなる具体的な手だて
①事前指導（※１）…帰りの会における指導（価値につながる姿を具体的にイメージさせる指導）

	気付かせたい

事実や意識
	　中学校生活で初めて迎える体育大会を学級のみんなで力を合わせて思い出に残るものにしていくために学級の目標を決めた。しかし，求める姿が漠然としていたり，一人一人が求めるイメージが違っていたりして，目標を意識できずに達成感や成就感を味わうことができない。自分たちがみんなで求めている姿を具体的にイメージさせ，学級としての目標をより明確にさせる。

	指導の場やタイミング
	・帰りの会での「先生のお話」の場（体育大会の取組を開始した日から）

・生活ノートなどで，仲間のがんばりを紹介したものを見届けたとき

	【指導の概要】

①体育大会の取組で見つけた「学級の目標に向かってがんばっている仲間の姿」を具体的に紹介させる。

②紹介された仲間の言動の価値を，学級の目標につなげて考えさせる。

③仲間の価値ある言動を見とどけた生徒のすばらしさを価値付ける。

【意図的な働きかけ】

・「朝の会」で，学級の目標について語り，学級の目標への意識を高めるようにする。

・紹介された仲間の言動とそれを見つけた生徒の名前を明記した掲示物を作り，「体育大会で作った宝物コーナー」に累積して残していく。


②事前指導（※２）…学級活動における指導（価値の実現に向けて，がんばることを具体化する指導）

	気付かせたい

事実や意識
	　学級の目標への意識が高まり，こだわりが強くなると，自分たちの取組における言動のマイナス面のみに目が向きやすくなる傾向がある。今一度，自分たちが求めている学級の姿を具体的に想起させ，体育大会の取組を通して，成長した姿やさらに伸ばしたい姿に目を向けさせ，がんばる目標をさらに具体的にさせ，充実感や達成感をもたせたい。

	指導の場やタイミング
	・取組においていろいろなトラブルがあったり，思うように練習の結果が出なかったりして戸惑いがみられたとき

・学級の目標への意識が弱くなり，一人一人の生徒の意識の凝集度が薄くなってきたとき

	【指導の概要】

①今の取組へのよさや問題点について出し合い，学級の取組への実態を明確にする。

②求めていた学級の姿と現状の姿と比較して，さらによくしていくために努力すべきことを話し合う。

③学級の目標を達成するために，一人一人のこだわりを明確にさせる。

【意図的な働きかけ】

・よさや問題となる姿を明確にイメージさせるために，それに該当するお互いの言動を具体的に想起させる場を位置付ける。

・体育大会の取組を始めるときに話し合った「学級の目標」で求めていた姿を具体的に想起させるために，学級掲示を板書に位置付ける。


③事後指導（※３）…「心のノート」を活用した学級活動における指導（生活の中で価値に関わり行動することができるようにする指導）

	気付かせたい

事実や意識
	　「がんばった」，「やりぬいた」という達成感や成就感をもっても，それが学級の目標から離れたものであると一人一人の感情で終わってしまい，学級としての高まりにつなげにくい。学級の目標をもとに，学級として求めていた姿を具体的に想起させ，目標を意識し努力していくことの大切さに気付かせたい。

	指導の場やタイミング
	・体育大会後の「中学校生活最初の体育大会を振り返ろう」の学級活動において

（体育大会終了後，できる限り早い段階）

	【指導の概要】

①学級の目標に向かってこつこつと努力した仲間の姿を紹介しあう。

②紹介しあった仲間の言動の価値について考える。

③学級・個人の成長を作文として書き残す。

【意図的な働きかけ】

・事前に記述した「心のノート」のP２０・２１をもとに，目標にむかってがんばりぬいた自分の姿を具体的に想起させ，記述させる。

・一人一人や学級の成長を，学級の目標から見つめさせ，作文にまとめ，作文集として校長先生に見てもらうことを伝える。


　　　　私と部活動
　　　　　　　　　　　　　　　　内容項目　１－（２）
                                出典　文部省「道徳教育推進指導資料」（指導の手引）一
　　とても苦しい。みんなもそうだと思う。しかも、ぼくは人一倍、体が固く不器用なのだ。
　練習中、今日も、先生の声がとぶ。
　「おい、何回言ったらわかるんだ。」
　　また、失敗した。何回やっても、できない。
　（ああ、ぼくはだめだ。力の限界だ。）
　　そういうぼくの心を、承知しているかのように、先生は、
　「いいか、自分がだめだと思ったら、人の二倍やらなければだめだ。」
　と言われる。ぼくもそうだと思う。そうしなければ………と努力してはいる。
　　しかし、朝起きるのがつらい。目をさますと、まず空模様を見てしまう。雨の降っている時のうれしさは、何ともたとえようのないものだ。晴れていると、朝練習がうっとうしい。ミスをし、注意されることを思うと、どうしてもゆううつになってしまう。どうして、このような思いを味わわなければならないのか。
  （もう、テニスなんか、やめちゃおうか）　
そんなことを、いつも考えながら、練習を続けてきた。
　　　　　　　　　　　＊  　
　　いよいよ、今日から一年生どうしの勝ち抜き戦がはじまる。このなかで、勝ち残った一人だけが、新人戦に二年生といっしょに出場できるのだ。
　（どうしても出たい）
　　そして、
　（県大会へ出場したい）
　　これは、ぼくが中学校に入学した時に立てた目標だ。今日からは、友達がみなライバルだ。とくにＫとは毎日、他の部員より早く登校して練習した仲だ。どうしても決勝は、Ｋとの戦いにしたい。
　　試合は予想どおり進んだ。いよいよ、Ｋとの対戦だ。ところが、そのＫは、いつものＫとは違う。何かこわいような顔をしている。試合はＫのサーブから始まる。これまでの練習で、そのサーブのくせは知っているつもりだ。おそらく、左に流れるボールがくる。
　　Ｋがサーブを打つと同時に、ぼくは左にとんだ。しかし、逆のサーブだ。右にストレートできた。
　（しまった）
　　このサーブの予想ミスで気持ちがあせり、冷静になろうとすればするほど、ますますどろ沼にはまっていく感じである。ああ、四対一の惨敗だった。なぜか、Ｋが非常に意地悪な人間に見えてきた。いっしょにやってきた友にうらぎられたようなくやしさだった。そのＫは、にこりともせず、試合後、二年生の選手と今後の練習計画について、打ち合わせをしていた。
　　　　　　　　　　＊
　　その後、だんだん練習に身が入らなくなる。家にかえっても面白くない。家族にどうも素直になれないでいる。机に向かっても勉強に身が入らない。壁にはってある「県大会出場」の字がばかばかしく見えてくる。学校に行っても、Ｋと顔を合わせるのがつらい。Ｋの練習している姿を見るのがつらい。本気でテニスをやめようと思った。そんな日が二週間続いた。
　　明日がいよいよ新人戦だ。Ｋは、先生から真新しいユニホームを渡され、何やら注意をうけながらうなずいている。
　（ちきしょう、Ｋなんか、どうせすぐ負けるにきまっているさ。）
　　ぼくは、そういう気持ちだった。
　　翌日の試合は一対一で進み、Ｋの組が最後に出てきた。接戦が続く。追いつめられたようなＫの顔は汗でびっしょりぬれている。ぼくはいつの間にか、本気でＫを応援していた。その時、ぼくは気づいた。勝ち抜き戦で、ぼくが敗れたのは、Ｋにではない。あれは自分に負けたのだ。サーブの予想ミスから始まり、自分の気持ちのあせりから、ずるずると落ち込んでいったのだ。
　　試合は、最後にＫのレシーブミスであっけなく負けた。涙をこらえようとするＫの姿がぼくの胸を打った。試合後、一年生に先生は言われた。
　「おい、仲間のＫはよくがんばったな。何しろ、相手はＨ校のエースだ。それと互角に戦ったＫはりっぱなものだ。」
　「この試合は、たまたまＫが代表で出た。でも、Ｋと他のものとの力の差はほとんどない。Ｋも気を抜くと、次の大会に選手になれるとは限らない。力はみんな互角。誰が次の大会の正選手になれるか…。」
　「あの本塁打王、巨人軍の王選手を知ってるだろう。ひたむきに、練習に練習をかさねた。そして、球を打つ瞬間、ぐっと歯をくいしばるんだそうだ。そりゃあ、対する投手だって、〈この一球〉とばかりに、精魂をこめて投げてくる。だから、医者の測定では、バッターボックスの王さんの奥歯にかかる力は九十キロにもなる。奥歯は、ぼろぼろだそうだ。」
  「なあ、みんな、努力と集中力だぞ。」　
  （そういうものか。不断の努力が積もり積もって、九十キロの瞬発力になるのか。涙は試合が終わって流すものではなく、練習で流すものなのか。）
　何だか、ぼくは、自分一人が励まされているように思った。そして、胸が高鳴るのを押さえきれなかった。
  （来年がある。チャンスは、自分でチャンスと思うことなのだ。目標を捨てないでがんばる限り、人生にはいつでもチャンスはある。道を開くのは、自分自身なのだ。）
夕食後、〈ぼくは、体が不器用なんだ〉と思い込んでいるのが何だか一人相撲をとっていることからきているように思えて、おかしかった。
  （あっはっはっ、一人合点をし、自ら負けそうだと思い込むことはないや、それでは、戦わずして心のなかで、自分に負けているようなものだ。そうじゃないか。）
　翌朝、ぼくは、いつもより早く家を出た。「みんな、グッド・モーニング」、十月の朝の空気は、ひやりと冷たいが、今日のぼくには心地よい。壁を相手に練習を始めていると、誰かが来た。ああ、Ｋだった。二人は会釈を交わし、無言でコートに行った。驚いたことに、サーブの一球一球について、Ｋの構えが変わっている。すごい気迫が伝わってくる。何、負けるものか。それを受けるぼくは、君の知っているこれまでのぼくとは違うんだぞ。さあ、来い。サーブを受けてやろうじゃないか。いくぞ。
秦野　和広　作
得がたい石

　八月一二日、それは、生涯忘れられない日となった。

　県代表として、関東大会で優勝したのだ。今、思い出しても、その時の感激は、まざまざと脳裏によみがえってくる。

　確かに楽な試合ではなかった。逆転勝ちした試合もあった。しかし、ぼくたちには、粘りには自信があった、それは、日ごろの練習での精神面の錬磨のたまものだったと思う。初めの二試合で一対一になれば、三試合目は必ず勝てるという自信のようなものが、ぼくたちにはあった。

　しかし、ここまでくるのに、平らな道はどこにもなかった。好調が続いたと思うと、すぐ不調がやってくる。やってもやってもミスばかりで、ますます自信をなくしてしまう。そして、「今度こそは」という意気でやってみるのだが、前のミスのことを思いだしてしまう。そして、また、自信をなくす。この連続でどんどん深みにはまりこみ、スランプのどん底に陥ってしまう。そんな中から、どうにか這い出してきたのだ。

　ぼくたちは、こういうことを三年間続けてきたのだ。だから、ここに至るまでの長い道の上に転がっているどの石を取ってみても、「楽」という石は一つも無い。「苦」という石ばかりだ。

　しかし、ぼくたちが、この道を苦しみながら歩んできたおかげで、ぼくたちは、何よりも得がたく、何よりも尊い「根性」、「努力」という石を見つけることができたのだ。

　優勝が決まった瞬間は、今までの苦しい練習のことが、走馬灯のように脳裏を横切り、それが、いくつぶもの涙となって、とめどもなく流れてしまった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出典・筆者ともに「私と部活動」に同じ）

■　内容項目　１―（２）


　より高い目標を目指し，希望と勇気をもって着実にやり抜く強い意志をもつ。








■　価値の分析


・人間としてよりよく生きるには，目標や希望をもつことが大切である。目標を達成したときに得る成就感や満足感は，自己の可能性を伸ばし，人生を切り拓いていく原動力となり，次のより高い目標に向かって努力する意欲を引き起こすことになる。このことを積み重ねる中で，人生の理想や目的を達成しようとする強い意志が養われ，生きることへの希望も育まれてくる。


・しかし，苦しさや根気強く努力することから逃げてしまったり，思うように結果が出ないと理由を他に求め，途中で投げ出してしまったりしがちである。楽な方に流れ，苦しさから逃避してしまう心の弱さを誰もがもっている。


・この時期の生徒は，何事にも全力で取り組むことへ憧れをもっている。しかし，理想通りにいかない現実に悩み苦しむことが多い。だからこそ，強い意志についてじっくりと見つめ，考える場をもつことは重要であると考える。











■　内容項目から見た生徒の実態（意識）


・目標に向かって，精一杯努力しようとする。


・苦しさや困難なことに出会うと，途中で投げ出してしまい，自分の意欲がなかなか継続しないことがある。


・取り組み始めても，すぐに成果が出ないと，中途であきらめてしまうことがある。


・思うように結果が出ないと，すぐに助けを求めたり，他人の責任にしたりして感情的になることがある。


■　要　因


・苦しさを乗り越えたり，根気強く努力を重ねたりして，目標を達成したときの成就感や満足感を味わった経験が少ない。


・結果の良し悪しだけで，努力のすべてを評価してしまう。


・目標に向かってこつこつと努力していくことの価値について十分理解できていない。











■　ねらい


目標に向かって努力することの価値の大切さに気付き，ねばり強く最後までやり抜く強い意志と態度を育てる。





【帰りの会】


・“仲間のさすが紹介”で，授業，委員会活動や係の活動，掃除や日直・給食当番などの当番活動で，学級目標につながる仲間の姿を紹介しあい，その言動の価値を具体的に伝える。





【掃除・給食当番】


・自分で決めた「がんばること」にこだわって取り組んでいる姿を見とどけ，意図的に価値付ける。





【部活動】


・こつこつと努力する姿を見とどけたり，顧問に活動の様子を聞いたりするなどして，意図的に価値付ける。





【見つけ学習】


・毎日こつこつと努力している姿を見とどけ，価値付ける。








■　基本発問（◎中心発問）


○「もう，テニスなんか，やめちゃおうか」と考えながらも朝練習を続けていた筆者は，どんな気持ちだったでしょうか。


○「本気でテニスをやめよう」と二週間悩んだときの筆者は，どんな気持ちだったでしょうか。


◎「さあ，来い。サーブを受けてやろうじゃないか。いくぞ。」とＫとの朝練習を再開する筆者は，どんな気持ちだったでしょう。


○努力してもなかなか思うような結果が出なくて苦しかったけれども，何とかがんばりぬいて喜びを感じた経験はありませんか。











■　資料の分析


・体の固さや不器用さを感じつつ，苦しい練習や思うように上達しない自分に悩みながらも，厳しい朝練習に取り組んでいる筆者。自分で立てた「県大会出場」という目標に向かって，努力している筆者の姿に共感することができる。


・県大会出場を目前にして試合に負けてしまい，目標を見失ってやる気をなくしている自分を，身体の固さやＫの責任にしてごまかしている筆者の姿から，人間のもつ心の弱さを見つめることができる。


・やる気をなくしているのは，結局は自分自身に原因があったことに気付き，気持ちを切りかえ，練習に一段と熱を入れだした筆者の姿から，目標をもってねばり強く着実にやり抜くことの価値に迫ることができる。























■　展開の構想


・人一倍体が固く不器用な筆者だが，目標に向かって人の二倍もの練習をするなど，精一杯努力している筆者の姿に共感させたい。





・必死に努力してきたのに目標が達成できなかったことに悩み，やる気をなくしていく筆者の心の葛藤をとらえさせたい。





・目標に向かってねばり強くやり抜くことの価値に気付き，高い目標へ強い意志をもって努力しようとした筆者の心の成長について見つめさせたい。














・学級として目指してきた体育大会のイメージを想起させ，その姿に近づいていることを出し合い，さらに向上しようと意識させる。











・学級の目標に向かって，今よりももっと充実感のある練習をして本番を迎えたい。


・学級としてがんばりぬく目標を達成するために，どんなことに気を付けていったらいいのだろうか。











「地域で活躍する○○さんの生き方から学ぼう」


・目標に向かって努力し，達成したときの喜びの大きさを聞く。











学校行事





道徳の時間





「体育大会の学級・個人の目標を考えよう」


・体育大会で学級としてがんばりぬく目標を生み出す。


・学級の目標をふまえて，個人としてのこだわりを生み出す。（「心のノート」P20･21）











「体育大会の取組での仲間のがんばりの紹介」


・仲間の具体的な姿を通して，学級として求めている姿を明確にイメージする。


（※１）





帰りの会





「各競技のレベルをあげる作戦を立てよう」


・今までの練習の様子を振り返る。


・さらにレベルアップするために学級としてこだわることをもつ。


（※２）








学級活動








資料名


「私と部活動」


内容項目１―（２）





・体育大会の取組の過程で，学級としての成長を具体的な姿で意図的に価値付けていく。


・目標に向かってこつこつと努力していった姿を写真などで記録していき，学級掲示として残していく。











・学級の目標に向かってこつこつと努力している仲間の姿に目を向ける雰囲気を作るために，意図的にがんばっている姿を見つけた子どもを価値付ける。


・がんばろうと始めたことなのに，がんばりきれないときの気持ちを見つめる場を位置付ける。














・どんな体育大会にしたいかという願いを具体的に出し合わせる。


・学級で決めた目標を常に意識できるように学級に掲示し，帰りの会で振り返る場を位置付ける。











・○○さんは，目標に向かって，とってもがんばっている。すごいなあ。


・練習に遅刻したり，ふざけたりして，みんなで決めた目標が守れていない。


・自分勝手な行動ばかりする子がいて困る。








・取組の中で，いろいろなことがあったけれども，みんなで目標に向かって最後までがんばりぬくことができて，本当によかった。


・みんなで力を合わせて，いい思い出になる体育大会にしたぞ。








・中学校生活最初の体育大会を，学級のみんなで力を合わせて，すてきな思い出にしたい。


・学級の目標にこだわって，練習のときからがんばるぞ。








学級活動





｢中学校生活最初の体育大会｣を振り返ろう


・学級の目標に向かって，ねばり強く取組み，目標を達成した仲間の姿を紹介しあう。


・学級・個人としての成長の確認する。


・「心のノート」をもとに作文を書く。（※３）





日常活動





学級活動





・自分たちで決めたことは，思うようにいかないことがあっても，目標を下げたり，途中で投げ出したりしないで，最後までがんばりぬくことが大切なんだ。





・自分で決めた目標に向かって，苦しいことがあっても，思うように結果が出なくても最後まで努力し続けることの価値を見つめる場を位置付ける。

















